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A CASE THAT ALPHA-INTERFERON SHOWED REMARKABLE 
    EFFECT AGAINST THE BRAIN, BONE, AND LUNG 
METASTASES ARISING FROM THE RENAL CELL CARCINOMA
Junji TANAKA, Tooru TAKITA,  Tatsuro MURASE, 
Toshio SHIMOJI, Kouji MIYAKE and Hideo MITSUYA 
    From the Department of Urology, Nagoya University
Director: Prof. H. Mitsuya) 
   A 37-year-old man was sent to our department from the Radiology Department on July 
19. 1984 with the diagnosis of right renal cell carcinoma with metastases to the right humerus 
and bilateral lungs. He was nephrectomized immediately and administered 10 x 106 units of 
a-interferon i. m. every other day for 3 months during the admission and 30 x 106 units 
once a week for more than 3 months after discharge. Although in addition to humeral and 
lung metastases, brain metastasis was found a week after the operation, interferon showed 
 remarkable effect and produced get a complete response in the humeral and brain meta-
stases, and partial response in the lung metastasis. We think this is, perhaps, the first case 
of CR in brain metastasis so far. We conclude that interferon can he the first choice drug 
as an adjuvant chemotherapy against renal cell carcinoma. 
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Tablel.入院時 検 査 所 見
検 尿
尿 細 胞 診
血 算
CRP2(+)
血 液 生 化 学:
総 蛋 白




γ一 グ ロブ リン
顕 微 鏡 的血 尿
陰性 尿 細 菌 培 養:陰 性
赤血 球450万!ロ皿3白 血球7000/朋㍉
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Fig.1.術前 排 泄 性 腎 孟造 影.右 腎下 極 の ネ フ[グ ラ


















































入 院 時検 査 所 見1主 な 入 院時 検 査 所 見 をTable1
に示 す.顕 微 鏡 的血 尿,CRP陽 性,α2一グ ロブ リンの
上昇,血 中 フrブ リ ノーr'ン高 値,高 カ ル シ ウ ム血 症
な どが認 め られ た が,著 名 な も の で は なか った.血
一,肝機 能 な どの異 常 は認 め られ なか った,
X線 検 査 所 見1
排泄 性 腎 孟 造 影;右 腎 下 極 に ネ フ ロ グ ラ ム の 変形
と,下 腎杯 の 上 方 へ の 圧排,変 形 を認 め る(F三9.1),
右 腎動 脈 造影1右 腎 下 極 に 小 手 拳 大 のhyperva-
scula「なtumorstainを認 め る(r;g.2).
腎部CT;右 腎 下 極 に 被 膜 に 被 わ れ た 充 実 性 の
tumorを認める(Fib.3).

























Fig.5.右上 腕 骨 外 側 に骨 融 解 性 変 化 及 びhypervascularな像 を認 め る.
灘鎌懸線
Fig.6.摘出標 本3309.下極 に 小手 拳 大 の 腫 瘤 を 認 め る.
組 織学 的 に はalveolartypeで,clearcellsubtype
のgrade2,pTaNxMiと診 断 した(腎 癌 取扱 い規 約
に よる)(Fig.7).
転移 巣 に 対 して は術 後16日 目 よ り,IFN(recom-
binantDNAIFN一α2)を初 日300万単 位,3日 目600
万 単 位,5rilヨよ り411間1,000万単 位,以 後 隔 「≡1で
1,000万単 位 の 筋 注 を,入 院 期 間 中 の3ヵ 月 闘 行 っ
た.症 状 が 治癒 傾 向 を示 し退 院 してか らは,1回3,000
万 単位 を週1回 外 来 で筋 注 した.ま た,外 来 で は600
～1,200mg/日の5FUの 経Ll投{壬を 併 用 した(Ta-
ble2).









また,胸 部X線 でもIFN投 与開始後3ヵ 月目の
写真では腫瘍陰影の縮小ないし消失が認められ,6カ
月後の写真では7ヵ 所の初期 病変の うち6ヵ所が消
失,1ヵ 所が縮小を示している(Fig.9).











































































Table2.IFN(γDNAIFN一α2)の投 与 方 法





総 量=92gx10。 単 位
(S.60.2.6現 在)
併 用=5FU60m1200●g/日p.o.
手術後1週 目頃より,患者は頭痛,頸 部硬直,う っ
血乳頭などの脳圧元進症状を示 し,頭 部CTに て右
尾状核頭部に右側脳室へ突出す る出血を 伴 う脳転移
と思われる像が認められた.グ リセオール,デ カドロ
ンの投与に よ り脳圧充進症状はほ ぼ1週間で消先













Fig.8.IFN投与6ヵ 月 後 の 右 上 腕骨 単 純 写 真,腫
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Fig.10.IFN投与前及び投与2ヵ 月後の脳CT豫.左=右 側舷室内へ突出する出血を伴 う1と思
ロ ノ
われる腫瘍が認められる,右:腫 瘍が存在 したと思われる部位は空洞化している.
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Table3.経 過 表
Hess 1984年6月 8月 10月 1985年1月
1剛鰺投 与量 7/7蘭 始 269×10・単 位 478x30'単位 839×106単位


















































なお,α一IFNは山之 内製薬 より提 供 して いただいた.
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